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私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
、

心
豊
か
に
生
活
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
現
在
、
私
た
ち
の
周
り
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
偏
見
が
あ
り
ま
す
。

同
和
問
題
も
そ
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
同
和
問
題
の
解
消
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
だ
に
差
別
は
な
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

差
別
に
同
調
し
た
り
、
無
関
心
に
な
っ

た
り
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

差
別
の
な
い
、
明
る
い
未
来
を
築
く

た
め
に
は
、
人
の
話
や
う
わ
さ
話
、
迷

信
な
ど
を
う
の
み
に
せ
ず
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
事
実
を
知
り
、
も
の
ご
と

を
正
し
く
理
解
し
、
そ
し
て
行
動
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

※

県
は
、
昭
和
44
年
７
月
10
日
に

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
毎
年
７

月
を
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
と
定

め
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
、
武
士
階
級
が
、
封
建
制
度
を

維
持
す
る
た
め
に
身
分

制
度
を
つ
く
り
ま
し

た
。
武
士
階
級
は
、

民
衆
の
不
満
を
そ

ら
す
た
め
、
身
分

に
よ
っ
て
住
む
と

こ
ろ
や
職
業
、
行

動
を
制
限
す
る
な

ど
、
人
々
の
あ
い
だ

に
意
図
的
に
差
別
意
識
を
つ

く
り
だ
し
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
が
同
和
問
題

の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
に
な
っ
て
、
制
度
上
の
差
別
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
々
の
心
に
根
付

い
た
差
別
意
識
は
な
か
な
か
消
え
ず
、
現
在
も

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
の
差
別
や
偏
見
が
残
っ
て

い
ま
す
。

「
何
も
知
ら
な
い
人
に
わ
ざ
わ
ざ
教
え
る
必

要
は
な
い
」「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」「
私
自
身

は
差
別
を
し
て
い
な
い
か
ら
関
係
な
い
」
と
い

う
人
が
い
ま
す
。
本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。

も
し
、
何
も
知
ら
な
い
人
が
、
誤
っ
た
情
報

を
事
実
と
し
て
受
け
と
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ

こ
か
ら
ま
た
新
た
な
差
別
が
生
ま
れ
て
し
ま
う

の
で
す
。

私
た
ち
の
身
近
に
存
在
す
る
差
別
に
対
し
、

「
放
っ
て
お
け
ば
よ
い
」「
関
係
な
い
」
と
い
う

考
え
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
差
別
は
な
く

な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
同
和
問
題
や
人
権

問
題
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
差
別
解

消
に
向
け
て
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
同
和
問
題
を
は
じ

め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。

市
は
、
こ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
指
針

と
す
る
た

め
、
「
人
権

教
育
・
啓

発
推
進
法
」

や
「
人
権

教
育
の
た

め
の
国
連

10
年
行
動

計
画
」
な

ど
を
も
と

に
行
動
計
画
を
作
り
、
積
極
的
に
人
権
教
育
・

啓
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

何
も
せ
ず
に
放
っ
て
お
い
て
は
、
い
つ
ま
で

も
差
別
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

「
差
別
は
許
さ
な
い
」「
差
別
を
な
く
す
た
め

に
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
」
と
い
う
姿
勢
で
、

差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
を
み
ん
な
で
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

筑
紫
地
区
４
市
１
町
は
、「
身
元
調
査
お
断
り

運
動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

結
婚
差
別
や
就
職
差
別
を
助
長
し
て
い
る
の

が
、
こ
の
身
元
調
査
で
す
。

身
元
調
査
と
は
、
結
婚
相
手
や
就
職
希
望
者

の
出
身
地
や
家
柄
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
、
そ

の
多
く
は
同
和
地
区
出
身
か
ど
う
か
を
調
べ
る

た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
う
わ
さ
や
中

傷
な
ど
が
事
実
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

た
と
え
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
ま
た
、
善
意

の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
身
元
調
査
を
求
め
た

り
、
そ
れ
に
答
え
た
り
す
る
こ
と
は
、
決
し
て

許
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

読みましたか
人権啓発冊子｢ひまわり｣

市は、人権問題を正しく理解してもらうため、毎年、
啓発冊子｢ひまわり｣を作っています。
特に、今年の「ひまわり第10集」
は、県の同和問題に関する啓発広
報コンクールで｢入選｣を受賞しま
した。
６月15日号の市報と一緒に各

家庭にお配りしていますので、こ
の機会にもう一度読み返し、家族
などで人権問題について話し合っ
てみませんか。

同
和
問
題
と
は

同
和
問
題
は
、
そ
の
う
ち
自

然
と
な
く
な
る
も
の
な
の
？

差
別
を
な
く
す
た
め
に

し
な
い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な
い

身
元
調
査
は
人
権
侵
害
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県や市は、強調月間中に、同和問題や人権問題についての理解を深
めてもらうため、啓発活動を行います。
私たちの身近にある同和問題やさまざまな人権問題について、一緒

に考えてみませんか。

“同和問題を考える”一人芝居・コンサート
市民を対象に、同和問題についての理解を深めていただくため、一

人芝居を上演します。
また、同日同会場において、子育

てネットワーク春日主催のコンサー
トも開かれます。
日時 ７月６日g

午後１時30分～４時30分
（受付１時10分～）

場所 ふれあい文化センターサンホ
ール（大谷６―24）

内容　u一人芝居｢母さん笑って｣ 出演　小林
こばやし

泉
いずみ

さん（女優）
uコンサート　出演　健

たけ

ちゃんバンド

県同和問題講演会
日時 ７月11日e 午後１時～４時
場所 クローバープラザ（原町３―１―７）
内容　u第１部　講演

「父の、そして私の、あ・い・う・え・お～子どもたちにこ
の思いを～」
講師　坂田

さ か た

真由美
ま ゆ み

さん
u第２部　人権コンサート
「ふるさとから、いま、伝えたいこと～ぼくたちの仕事～」
出演　彗星舎

すいせいしゃ

福岡県人権啓発情報センター　県民講座2002
同和問題をはじめ、私たちの周りのさまざまな人権問題について考

える講座です。
日程・内容
u 7月27日g 人権全般
u 8月24日g 同和問題
u 9月28日g 外国人問題
u 10月26日g 高齢者問題
u 11月16日g 障害者問題
u 12月21日g 子ども問題
u 1月18日g 人権全般・まとめ
時間 午後１時～４時20分
会場 県人権啓発情報センター視聴覚研修室（クローバープラザ７階）
募集人員 各100人（申込先着順）
参加費 １回200円
申込方法 各開催日の１週間前までに、電話かファックス、Ｅメール

で、住所、氏名、電話番号、ファックス番号、受講希望講座を
伝える

申込・問い合わせ先 県人権啓発情報センター事業課
（〒816-0804原町３-１-７クローバープラザ７階）
1(584)1271・5(584)1273
Ｅメール　f-jinken@mbf.sphere.ne.jp

街頭啓発
西鉄春日原駅前やＪＲ春日駅前など市内各所で市民に啓発物品の配

布を行い、差別のない明るいまちづくりを呼びかけます。
期間 ７月１日～31日

残念ながら、今でも、同和地区出身と
いうだけの理由で不当な扱いを受けると
いった差別が行われています。

私たちの身近にある差別

△結婚差別
同和地区出身という理由で結婚を断ら
れたり、つきあいを禁じられたりするこ
とがあります。

△就職差別
本人の能力や適性とは無関係に、就職
を拒否されることがあります。

△インターネットによる差別
インターネット掲示板などに、差別を
助長する内容が書き込まれる問題が起き
ています。

参加しませんか

v
昨
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子
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今
年
度
統
一
標
語

「
ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く
　
明
る
い
社
会
」

1 白水
しろうず

繁則
しげのり

春日２丁目 591-5666

2 佐藤
さ と う

大祐
だいすけ

千歳町２丁目 591-1956

3 竹永
たけなが

健二郎
け ん じ ろ う

春日公園７丁目 591-3246

4 岩佐
い わ さ

那智子
な ち こ

宝町２丁目 581-7927

5 �野
た か の

重隆
しげたか

須玖南６丁目 591-2650

6 坂井
さ か い

美恵子
み え こ

須玖南６丁目 581-5505

7 関戸
せ き ど

弘子
ひ ろ こ

須玖北６丁目 591-2883

8 鬼倉
おにくら

美恵子
み え こ

須玖北８丁目 573-2468

9 窪
くぼ

三男
み つ お

昇町５丁目 591-7641

10 手嶋
て し ま

正徳
まさのり

昇町３丁目 591-5385

11 大内田
お お う ち だ

弘
ひろし

下白水北５丁目 592-3037

12 勝野
か つ の

幸正
ゆきまさ

上白水 591-7987

13 長濱
ながはま

智基
と も き

上白水 571-5163

14 笹渕
ささぶち

善之
よしゆき

上白水 592-8133

15 金堂
かなどう

正芳
まさよし

上白水 571-0178

16 藤井
ふ じ い

卓
たかし

上白水 571-3083

17 竹部
た け べ

四朗
し ろ う

上白水 581-5841

18 谷田
や つ だ

泰幸
やすゆき

紅葉ヶ丘東３丁目 593-4717

19 大津
お お つ

敦
あつし

紅葉ヶ丘東３丁目 501-2862

20 泉
いずみ

安和
やすかず

塚原台２丁目 595-1100

21 野
か た の

明子
あ き こ

松ヶ丘２丁目 596-6326

22 川口
かわぐち

俊秀
としひで

若葉台西３丁目 582-3520

23 児玉
こ だ ま

糸子
い と こ

ちくし台５丁目 574-0275

24 武末
たけすえ

政利
まさとし

桜ヶ丘８丁目 582-3802

25 武末
たけすえ

澄子
す み こ

日の出町２丁目 571-4324

26 井上
いのうえ

芙貴子
ふ き こ

岡本２丁目 581-6553

27 宮崎
みやざき

一夫
か ず お

岡本３丁目 591-5257

28 金堂
かなどう

義明
よしあき

岡本５丁目 572-9601

29 窪井
く ぼ い

繁美
し げ み

小倉５丁目 591-8459

30 宮原
みやはら

憲年
のりとし

小倉東２丁目 571-6208

氏　名 電　話住　　　所

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
を
積
極
的
に
進
め
ま
す

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
全
国
公
募
標
語
入
賞
作
品

私たちのまちの保護司

（敬称略）

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
強
調
月
間
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
理

解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う
全
国

的
な
運
動
で
す
。

福
岡
県
警
察
本
部
の
統
計
で
は
、
平

成
13
年
度
に
県
下
で
補
導
さ
れ
た
少
年

は
９，

１
５
７
人
。
う
ち
刑
法
犯
少
年

は
８，

２
３
９
人
に
の
ぼ
り
、
全
国
第

５
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
少
年
に
よ
る
強
盗
、

傷
害
事
件
が
増
加
す
る
な
ど
凶
悪
化
、

粗
暴
化
の
傾
向
も
見
ら
れ
、シ
ン
ナ
ー
、

覚
せ
い
剤
な
ど
の
乱
用
も
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
実
態
を

認
識
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
健
全
な
環
境

づ
く
り
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行

少
年
の
立
ち
直
り
を
温
か
い
目
で
見
守

り
、
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
、
明
る
い

社
会
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
筑
紫
保
護
区
保
護
司
会
）

最
優
秀
賞

「
あ
や
ま
ち
に
　
気
付
く
勇
気
と
　
や
め
る
意
志
」

金
津
美
智
子
（
東
京
都
）

優
秀
賞

「
過
ち
は
　
二
度
と
さ
せ
な
い
　
社
会
の
輪
」

熱
田
み
ち
る
（
岡
山
県
）

優
秀
賞

「
見
つ
め
よ
う
　
歩
い
た
道
よ
り
　
進
む
道
」

小
島
美
幸
　
（
北
海
道
）

特
別
賞

「
信
じ
て
る
　
君
の
が
ん
ば
り
　
立
ち
直
り
」

波
田
野
伸
子
（
千
葉
県
）

（
敬
称
略
）

現在30人の保護司が、罪を犯したり、非行
に走ったりした人が立ち直り、社会で立派に
更生するよう手助けをしています。
また、地域で、特に青少年の非行防止と健

全育成のための活動を行っています。
身近に犯罪・非行や、覚せい剤・シンナー

の乱用などで困っている人は、気軽に近くの
保護司にご相談ください。
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市は、毎年11月に表彰式を行い、市政振興に寄与した人や市民の模範
となる人などを表彰しています。
表彰には、｢自治功労表彰｣、｢自治表彰｣、｢市民表彰｣、｢特別表彰｣の４

つがあり、このうち、地域社会の発展に貢献したり、様々な分野で活躍し
たりしている市民を幅広く表彰するのが「市民表彰」です。
今年度から、この「市民表彰」の受賞者については、市民の皆さんや市

内の各種団体からも推薦していただくことになりました。
皆さんの周りで、この表彰に値すると思われる人があれば、ぜひ推薦し

てください。
なお、推薦の対象は、その分野に応じて、市民功労表彰、市民活動表彰、

市民文化賞、市民スポーツ賞の４区分となっています。

推薦の区分・対象
○市民功労表彰
u市や国県から依頼され、地域の振興や市政の発展など
に協力し、功績があった人

u公共的団体の役員などとして、地域の振興や市民生活
の向上などに功績があった人

u市に100万円以上（団体は300万円以上）の金品また
は不動産の寄附をした人や団体（例外もあります）

u地域福祉の充実、地域産業の発展、市民生活の向上な
どに貢献し、功績があった人や団体

○市民活動表彰
u事故や災害の際に、人命を救助した人や、被害の拡大
防止に貢献した人や団体

u社会福祉、環境保全、交通安全、防犯、保健医療、国
際交流などの分野でボランティア活動に努め、功績が
あった人や団体

u文化、スポーツなどの市民活動の指導者として功績が
あった人

u奉仕内容や善行などが他の模範になると思われる人や
団体

○市民文化賞
u全国規模以上の権威ある大会で活躍し、市と市民の誇

りとなる人や団体
u伝統文化の保存に功績があった人や団体
u学術、芸術・文化活動において、全国的に高い評価を
受けている人や団体

○市民スポーツ賞
u全国規模以上の権威ある大会で活躍し、市と市民の誇
りとなる人や団体

uスポーツ活動において全国的に高い評価を受けている
人や団体

※ 市民文化賞と市民スポーツ賞は、市民か市にゆかりの
ある人や団体を対象とし、プロ・アマを問いません。
なお、それぞれの推薦区分ごとに活動年数などの要件

がありますので、推薦要領で確かめてください。
推薦方法 ７月31日d(必着)までに、指定の推薦書に必要

事項を記入して郵送するか直接窓口に提出する
※ 推薦書（要領）は人事法制課、西出張所（いきいきプ
ラザ内）、ふれあい文化センター、市民スポーツセンタ
ー、奴国の丘歴史資料館に置いています。詳しくは、お
問い合わせください。
選考 市の表彰審査委員会で基準を満たすかどうか審査し

たうえで決定する
推薦・問い合わせ先 人事法制課総務法制担当

水
害
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
万
が
一

の
時
の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
き
ち
ん

と
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

▽
避
難
所
・
避
難
路
の
確
認

▽
家
の
点
検
（
屋
根
の
雨
も
り
、
雨

ど
い
や
側
溝
の
詰
ま
り
な
ど
）

▽
家
の
周
囲
や
近
所
の
危
険
な
場
所

の
確
認
（
増
水
・
が
け
崩
れ
な
ど
）

▽
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
（
懐
中

電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
非
常
食
・
現
金

・
預
金
通
帳
・
救
急
用
品
・
飲
料

水
・
衣
類
・
薬
な
ど
）

▽
停
電
し
た
と
き
の
準
備
（
懐
中
電

灯
・
ろ
う
そ
く
・
携
帯
ラ
ジ
オ
）

▽
断
水
し
た
と
き
の
準
備
（
飲
料

水
・
ふ
ろ
に
水
を
た
め
る
）

大
雨
の
と
き
の
備
え

▽
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
、
正
確
な
情

報
を
収
集
す
る

▽
寝
る
と
き
は
、
避
難
で
き
る
よ
う

に
身
軽
で
安
全
な
服
装
で

▽
家
具
な
ど
を
高
い
場
所
へ
移
す

水
害
に
備
え
て

こ
れ
だ
け
は
や
っ
て
お
こ
う

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署
、

春
日
市
消
防
団
、
大
野
城
市
消
防
団
、

那
珂
川
町
消
防
団
に
よ
る
合
同
水
防

工
法
訓
練
が
６
月
９
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
水
害
に
備
え
て
毎

年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
消
防
署
の
指
導
の
も
と
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て
、
実
践
的
な
訓
練

が
行
わ
れ
、
シ
ー
ト
の
上
に
紐
で
つ

な
い
だ
土
の
う
を
乗
せ
、
土
砂
く
ず

れ
を
抑
え
る
「
シ
ー
ト
張
り
工
法
」

と
大
雨
の
と
き
に
川
に
沿
っ
て
土
の

う
を
積
ん
で
い
き
、
洪
水
な
ど
を
防

ぐ
「
積
み
土
の
う
工
法
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
は
皆
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
、
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

水
防
工
法
訓
練

△手際よく土のうを作る消防団員たち
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春のクリーン作戦
５月26日、市内全域でクリーン作戦が行われ、子ども

からお年寄りまで多くの人が参加し、みんなで空きカン
やゴミ拾いなどに汗を流しました。
この日回収されたたくさんの空きカンなどは、春日大

野城リサイクルプラザに集められ、再利用されます。
ご協力ありがとうございました。

春のガレージセール
６月９日、市役所駐車場で市生活環境組合連合会によ

る家庭の遊休品をリサイクルするためのガレージセール
が行われました。
暑い中、132店が出店し、多くの人が、掘り出し物を

見つけようと訪れていました。
昼ごろにはすでに売り切れの店も出てきて、今年も大

盛況に終わりました。

リサイクル社会を目指して

20
歳
前
か
ら
の
障
害
で
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
、
福
祉
年

金
か
ら
移
行
し
て
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
人
は
、
７
月
が
現
況
届

の
提
出
月
で
す
。

現
況
届
は
、
年
金
を
引
き
続
き
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
大
切
な
書
類
で
す
。
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
、
年
金
の
支
給
が
一

時
中
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

届
出
用
紙
は
、
７
月
上
旬
ま
で
に

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
自
宅
に
送
ら

れ
て
き
ま
す
。

診
断
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
医
師
に
診
断
書
を
書
い
て
も
ら

い
、
現
況
届
と
い
っ
し
ょ
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

７
月
31
日
d

※

年
金
を
受
け
始
め
て
１
年
以
内

の
人
は
、
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金

課
年
金
担
当

障
害
基
礎
年
金
と
は

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
加
入

中
な
ど
に
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
を
負

っ
た
と
き
や
、
20
歳
前
に
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で

す
。

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は

①
初
診
日
の
要
件

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

▽
国
民
年
金
の
加
入
期
間
中
に
初
診
日

が
あ
る
こ
と

▽
以
前
に
被
保
険
者
だ
っ
た
人
で
、
日

本
に
住
所
が
あ
り
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
期
間
に
初
診
日
が
あ
る
こ
と

▽
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
こ
と

②
保
険
料
の
納
付
要
件

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
を
納

め
た
期
間
（
免
除
期
間
・
学
生
納
付
特

例
期
間
を
含
む
）
が
３
分
の
２
以
上
あ

る
こ
と
。

※

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
１
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
け

れ
ば
、
３
分
の
２
以
上
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※

20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
は
、

納
付
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
人

の
所
得
に
よ
っ
て
年
金
の
支
給
額
が

制
限
さ
れ
ま
す
。

③
障
害
の
状
態
の
要
件

障
害
認
定
日
、
ま
た
は
障
害
認
定
日

以
降
65
歳
に
な
る
ま
で
に
、
政
令
で
定

め
ら
れ
て
い
る
障
害
等
級
の
１
級
ま
た

は
２
級
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
て
い
る

こ
と
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は

異
な
り
ま
す
）

※

障
害
認
定
日
と
は
、
障
害
等
級
を

判
定
す
る
基
準
日
の
こ
と
で
す
。
初

診
日
か
ら
１
年
６
か
月
を
経
過
し
た

日
、
ま
た
は
そ
の
期
間
内
に
症
状
が

固
定
し
た
日
を
指
し
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
額

年
金
額
（
年
間
）

▽
１
級
　
１
０
０
万
５，

３
０
０
円

▽
２
級
　
80
万
４，

２
０
０
円

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
人
に
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
る
18
歳
未
満
（
18
歳
到

達
年
度
の
末
日
ま
で
）
の
子
、
ま
た
は

20
歳
未
満
で
障
害
を
負
っ
て
い
る
子
が

い
る
場
合
は
、
次
の
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

加
算
対
象
の
子
（
年
額
）

▽
１
人
目
・
２
人
目

各
23
万
１，

４
０
０
円

▽
３
人
目
以
降

各
７
万
７，

１
０
０
円

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
年
金
担

当

市は、環境に負担の少ないリサイクル社会を目指して様ざまな事業を行っています。
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せ

9

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

金
属
類

今
回
は
、
金
属
製
品
な
ど
の
出
し

方
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

▽
鍋
や
や
か
ん
な
ど
の
金
属
類
は
、

指
定
袋
「
陶
器
・
金
属
類
」
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
指
定
袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
も

の
や
、
重
量
が
５
O
を
超
え
る
も

の
は
出
せ
ま
せ
ん
。
粗
大
ゴ
ミ
と

し
て
、
市
に
収
集
（
有
料
）
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▽
刃
物
な
ど
は
紙
や
布
に
包
ん
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
用
の
針
金
製
の
ハ

ン
ガ
ー
は
ひ
も
で
束
ね
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
出
し
日

毎
月
、
第
２
回
目
の

指
定
さ
れ
た
曜
日
の
午
後
10

時
ま
で
に
出
す

出
す
場
所

地
域
で
決
め
ら
れ
た
路

上
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
不
燃
物

置
場

（
環
境
対
策
課
）

春
日
市
水
泳
大
会
の
た
め
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
屋
外
50
ｍ
プ
ー
ル

の
一
般
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

日
時

７
月
14
日
A

午
前
９
時
〜
午
後
３
時(

予
定)

※

大
会
終
了
後
は
一
般
利
用
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

915)

３
５
０
０

福
岡
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
春
日
市
サ

ッ
カ
ー
協
会
は
、「
春
日
市
・
グ
ア
ム

友
好
杯
ア
ン
ダ
ー
16
国
際
サ
ッ
カ
ー
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程

７
月
24
日
D
〜
30
日
C
（
少
雨

決
行
）

時
間

午
後
５
時
〜
９
時

場
所

白
水
大
池
公
園
多
目
的
広
場

（
下
白
水
２
０
９
）

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
春
日
イ

ー
グ
ル
ス
　
白
水

し
ろ
う
ず

1(

595)

５
１
９
７(

5
兼
用)

筑
紫
地
区
内
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

８
月
４
日
A
午
前
９
時
15
分
〜

(

受
付
　
午
前
９
時
〜)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場(

大
谷
６
―
28)

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人
（
学
生
を
除
く
）、
ま

た
は
春
日
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
の
会
員

種
目(

い
ず
れ
も
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ク
ラ
ス)

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス

※

申
し
込
み
は
一
人
に
つ
き
１
種
目

に
限
り
ま
す
。

定
員

１
３
０
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

※

参
加
者
数
に
よ
り
種
目(

ク
ラ
ス)

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料

一
人
１，

２
０
０
円

申
込
方
法

７
月
19
日
F(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
出

場
種
目(

ク
ラ
ス)

を
書
い
て
送

る

申
込
・
問
い
合
せ
先

山
崎

や
ま
さ
き

幸
子

さ

ち

こ(

〒

816
―
０
８
７
２
　
桜
ヶ
丘
３
―

73
―
１
―
８
０
１)

1(

571)

７
３
０
３

小
学
生
低
学
年
水
泳
教
室

泳
ぎ
に
自
信
の
な
い
み
ん
な
大
集
合
。

対
象

小
学
１
〜
３
年
生
ま
で
の
水
の

苦
手
な
児
童

日
程

７
月
30
日
C

〜
８
月
30
日
F

(

８
月
13
、
20
日
を
除
く
毎
週

火
・
金
曜
日
　
全
８
回)

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

幼
児
水
泳
教
室

暑
い
時
期
に
水
に
慣
れ
さ
せ
て
お
き

ま
せ
ん
か
。親
の
入
水
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象

水
の
苦
手
な
４
歳
〜
未
就
学
児

日
程

８
月
２
日
F

〜
８
月
30
日
F

(

８
月
14
日
を
除
く
毎
週
水
・

金
曜
日
　
全
８
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

ナ
イ
ト
ビ
ク
ス
教
室

音
楽
に
合
わ
せ
て
水
中
で
楽
し
く
身

体
を
動
か
し
ま
す
。

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

８
月
３
日
G
〜
９
月
21
日
G

(

毎
週
土
曜
日
　
全
８
回)

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
水
泳
教
室

背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
に
も
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象

18
歳
以
上
で
15
ｍ
以
上
ク
ロ
ー

ル
で
泳
げ
る
人

日
程

７
月
31
日
D

〜
９
月
25
日
D

(

８
月
14
日
を
除
く
毎
週
水
曜

日
　
全
８
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

メ
ン
ズ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
男
性

日
程

８
月
９
日
F

〜
９
月
27
日
F

(

毎
週
金
曜
日
　
全
８
回)

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

定
員

20
人
（
ナ
イ
ト
ビ
ク
ス
の
み
30

人
）

※

い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
結
果
は
当
選
者
に
の
み
通
知

し
ま
す
。

参
加
費

２，

０
０
０
円

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

申
込
方
法

７
月
14
日
A
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
希
望
す
る

教
室
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年
齢(

学

年)

、
性
別
、
電
話
番
号
、
当

プ
ー
ル
教
室
参
加
経
験
の
有
無

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1(

915)

３
５
０
０

5(
585)

１
６
３
４

春
日
市
オ
ー
プ
ン
交
歓

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ�

７
月
14
日
A
は
使
え
ま
せ
ん

屋
外
50
ｍ
プ
ー
ル

見
に
き
ま
せ
ん
か

春
日
市
で
国
際
サ
ッ
カ
ー
大
会

夏
休
み
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

〈９〉〈９〉�〈９〉〈９〉�〈９〉�



福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー「
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」(

原
町
３

―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
７
階)

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権

問
題
に
つ
い
て
の
歴
史
を
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
や
写
真
、
絵
図
、
映
像
な
ど

を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
て

い
ま
す
。

差
別
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
し

て
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
図
書
や
ビ
デ
オ
の
貸
し
出

し
も
で
き
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時

休
館
日

毎
週
月
曜
日(

月
曜
日
が

祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日)

、

12
月
29
日
〜
１
月
３
日

問
い
合
わ
せ
先

&
福
岡
県
人
権
啓

発
情
報
セ
ン
タ
ー

1(

584)

１
２
７
１

5

2002.  7.  1 市報かすが
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お
知
ら
せ

将
来
、
地
域
を
代
表
し
て
活
躍
で
き

る
よ
う
な
選
手
の
養
成
も
目
指
し
、
小

学
４
・
５
年
生
を
対
象
に
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
教
室
を
行
い
ま
す
。

初
め
て
の
人
で
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ

て
い
な
い
人
に
は
、
お
貸
し
し
ま
す
。

気
軽
に
運
動
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
後
８
時
30
分
〜
10
時

※
　
８
月
５
日
B
か
ら
始
め
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
６
―
28
）
ま
た
は
若
葉
台
中

央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
若
葉

台
西
３
―
４
―
１
）

定
員

男
女
各
５
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

３，

０
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
料
、ボ
ー
ル
代
な
ど
）

講
師

長
野

な

が

の

博
美

ひ

ろ

み

さ
ん
（
&
日
本
体
育

協
会
Ｂ
級
指
導
員
）

申
込
方
法

７
月
10
日
D
〜
７
月
15
日

B
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

長
野

な

が

の

1(

571)

５
６
１
５

水
の
中
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
健

康
づ
く
り
と
友
達
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。
講
師
が
、
初
心
者
に
も
わ
か
り
や

す
く
指
導
し
ま
す
。

対
象

60
歳
以
上
の
人

日
程

８
月
８
日
E
〜
９
月
26
日
E
の

毎
週
木
曜
日(

全
８
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

定
員

30
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

※

結
果
は
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま

す
。

参
加
費

１，

５
０
０
円

講
師

宮
迫

み
や
さ
こ

真
紀

ま

き

さ
ん
（
健
康
運
動
指

導
士
エ
ア
ロ
・
ア
ク
ア
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

申
込
方
法

７
月
19
日
F
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
か
直
接
窓
口
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

高
齢
担
当

６
〜
８
か
月
の
子
ど
も
が
い
る
人
を

対
象
に
し
た
離
乳
食
教
室
で
す
。

離
乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方
な
ど
、

離
乳
中
期
以
降
の
話
が
中
心
で
す
。

無
料
の
託
児(

要
申
し
込
み
・
先
着

20
人)

も
行
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
16
日
C

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

募
集
人
数

20
人(

申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾き

ん

、
託
児
に
必
要

な
物(

名
前
を
書
い
て
お
く)

費
用

２
０
０
円(

実
習
材
料
費)

申
込
方
法

７
月
12
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

福
岡
徳
洲
会
病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
７
月
５
日
F

「
ス
ト
レ
ス
を
た
め

こ
ま
な
い
生
活
」

西
牟
田

に

し

む

た

順
子

じ
ゅ
ん
こ

さ
ん
（
５
階
東
病
棟
看

護
師
長
）

▽
７
月
10
日
D

「
心
の
病
気
」

松
林

ま
つ
ば
や
し

直
す
な
お

さ
ん(

心
療
内
科
部
長)

▽
７
月
19
日
F

「
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
体

力
強
化
」

田
中

た

な

か

靖
お
さ
む

さ
ん
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
室
長
）

▽
７
月
26
日
F

「
胃
腸
に
や
さ
し
い

食
事
」

高
橋

た
か
は
し

雅
子

ま

さ

こ

さ
ん(

管
理
栄
養
士
副
室
長)

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
６

階
講
堂
（
須
玖
北
４
―
５
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

1(

573)

６
６
２
２

市
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
一

緒
に
回
り
ま
せ
ん
か
。

歩
き
や
す
い
服
装(

帽
子)

と
運
動
靴

で
、
水
筒
な
ど
を
持
っ
て
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

日
程
・
コ
ー
ス

▽
７
月
９
日
C

大
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

コ
ー
ス

▽
８
月
６
日
C

春
日
公
園
コ
ー
ス

▽
９
月
10
日
C

岡
本
遺
跡
コ
ー
ス

※

い
ず
れ
も
、
自
分
の
体
力
に
合
わ

せ
て
、
６
・
５
㎞
コ
ー
ス
か
４
㎞
コ

ー
ス
を
選
べ
ま
す
。

所
要
時
間

▽
６
・
５
㎞
　
１
時
間
30
分
程
度

▽
４
㎞
　
１
時
間
程
度

受
付
時
間

午
前
８
時
45
分
〜
９
時

※

い
つ
も
よ
り
受
付
時
間
が
早
ま
っ

て
い
ま
す
。

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町

１
―
１
２
０
）

※

小
雨
決
行
。
な
お
大
雨
の
場
合
は

プ
ラ
ザ
内
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

受
講
生
募
集

高
齢
者
水
中
運
動
教
室

受
講
生
募
集

健
康
・
保
健�

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

健
康
教
室

参
加
し
ま
せ
ん
か

健
康
ウ
ォ
ー
ク

学
校
週
５
日
制�

土
曜
日
は
こ
う
過
ご
そ
う�

学
校
週
５
日
制�

土
曜
日
は
こ
う
過
ご
そ
う�
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

３月３日、ふれあい文化
センターでチェコ国立国軍
オンドラーシュ民族音楽舞
踊団の公演がありました。
団員の半数は18歳から

22歳までのチェコ国内から
集まった精鋭たちです。舞
台では、アヒルや羊に扮

ふん

し
た登場人物が東欧独特の明
るく軽快なダンス「ポルカ」
を披露したり、結婚式やお
祝いの踊りを踊ったりして、
観客を楽しませてくれまし
た。
特に今回の公演は音楽教

室に通っている市内の子ど
もたちが招待され、チェコ
民族音楽舞踊の真髄に触れ
ることができたようです。
また、39人の団員は、春

日市国際交流協会の支援で
この公演の前後、ホームス
テイして受け入れ家族とと
もに観光地を訪れるなど、
日本文化に触れました。
団員の半数以上は英語を

話せたので、意思疎通がで
き、交流を深めることもで
きたようです。英語は本当
に世界の共通語ですね。「も
う少し英語を勉強しておけ
ばよかった」と残念がるホ
ストファミリーもあったよ
うです。
来年2月には、同じ東欧

ルーマニアの民族音楽舞踊
団の公演が予定されており、
今から楽しみにしています。

チェコ民族音楽と舞踊
Ｔペンネーム

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
家
庭
や
地
域
で

食
生
活
改
善
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
み

た
い
と
考
え
て
い
る
人
の
た
め
の
「
食

生
活
改
善
推
進
員
」
養
成
講
座
で
す
。

日
程

▽
８
月
21
日
D

開
講
式
・
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

▽
９
月
４
日
D

栄
養
の
基
礎
知
識

（
調
理
実
習
）

▽
10
月
２
日
D

生
活
習
慣
病
と
は

（
調
理
実
習
）

▽
11
月
　
食
品
衛
生
の
話(

保
健
所)

▽
11
月
16
日
G

い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ

準
備

▽
11
月
17
日
A

い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ

▽
11
月
〜
３
月
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

▽
12
月
４
日
D
・
１
月
22
日
D

健
康

と
運
動
に
つ
い
て(

実
技)

▽
２
月
５
日
D

生
活
習
慣
病
と
は

（
調
理
実
習
）

▽
３
月
19
日
D

食
生
活
改
善
推
進
会

と
の
交
流
会

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
は
９
時
45
分
〜
10
時
）

※

調
理
実
習
の
日
は
、
午
後
１
時
ま

で
で
す
。

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

費
用

実
費
（
調
理
材
料
費
）

定
員

40
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

８
月
９
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

今
年
度
か
ら
、
成
人
健
診
で
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に

先
だ
ち
、
肝
臓
が
ん
の
原
因
の
約
８
割

を
占
め
る
「
Ｃ
型
肝
炎
」
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時

７
月
16
日
C

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

講
師

大
西

お
お
に
し

昭
彦

あ
き
ひ
こ

さ
ん
（
大
西
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

自
分
の
健
康
度
合
い
を
測
定
し
て
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

専
門
の
健
康
運
動
指
導
士
が
あ
な
た
に

合
っ
た
正
し
い
運
動
方
法
を
指
導
し
ま

す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

日
時

７
月
６
日
G
・
25
日
E

午
前
10
時
〜
・
午
前
11
時
〜
・

正
午
〜

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
度
測
定

室
（
昇
町
１
―
１
２
０
）

内
容

▽
診
察
・
肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク

▽
最
大
酸
素
摂
取
量
の
測
定

※

自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
を
約
16

分
間
こ
ぎ
ま
す
。

▽
健
康
度
の
評
価

※

事
前
に
、
市
で
行
う
基
本
健
康
診

査
ま
た
は
同
程
度
の
内
容
の
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

料
金

２，

１
０
０
円

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
今
月
の
テ
ー
マ
は
「
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
」
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
17
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
と
児
童
セ
ン
タ
ー

(

３
館
の
う
ち
１
館)

で
、
毎
月
乳
幼
児

の
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

身
長
・
体
重
の
測
定
や
離
乳
食
、
育

児
、
成
長
発
達
、
予
防
接
種
な
ど
に
つ

い
て
保
健
師
・
栄
養
士
・
保
育
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

場
所
・
日
時

▽
い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―
１
２
０)

７
月
23
日
C

受
付
　
午
前
10
時
〜
11
時

▽
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー(

須
玖
南
１
―
91)

７
月
９
日
C

受
付
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※

８
月
以
降
の
日
程
は
、
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
か
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て

く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

参
加
者
募
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

い
き
い
き
健
康
セ
ミ
ナ
ー

Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て

子
育
て
教
室

健
康
度
測
定

さ
あ
健
康
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
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2002.  7.  1 市報かすが

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
長
崎
の

爆
心
地
か
ら
半
径
12
D
以
内
の
区
域
が
健

康
診
断
特
例
区
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
に
こ
の
区
域

内
に
い
た
人
や
そ
の
胎
児
だ
っ
た
人
は
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
「
第
２
種
健

康
診
断
受
診
者
証
」
が
交
付
さ
れ
、
年

１
回
の
無
料
健
康
診
断
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象
区
域
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
筑
紫
保
健
所
健
康
増
進
係

1(

513)

５
５
８
３

▽
県
健
康
対
策
課

1(

643)

３
２
７
０

春
日
市
野
外
活
動
場
内
星
の
館
（
天

体
観
測
所
）
で
は
、
毎
月
星
の
観
望
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

７
月
20
日
G

午
後
８
時
15
分
〜
10
時

※

天
候
に
よ
っ
て
は
野
外
活
動
場
内

の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
星
の
学
習
会
を

行
い
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

（
大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
ー
２
）

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円

定
員

20
人
程
度
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

※

中
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

７
月
12
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４

伏
見
神
社
の
祇
園
祭
で
奉
納
さ
れ
る

「
岩
戸
神
楽
」
は
、「
天あ

ま

の
岩
戸
」
な
ど

の
神
話
に
由
来
す
る
舞
を
中
心
に
進
め

て
い
く
見
せ
場
の
多
い
神
楽
で
す
。

18
種
の
舞
の
う
ち
、「
荒
神

あ
ら
が
み

」
や
「
問も

ん

答ど
う

」
に
登
場
す
る
鬼
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱

い
て
も
ら
う
と
元
気
に
育
つ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
14
日
A

午
後
７
時
30
分
ご
ろ
〜

場
所

伏
見
神
社
（
那
珂
川
町
山
田
）

※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

那
珂
川
町
役
場
企
画

課1(

953)

２
２
１
１

試
験
日

10
月
20
日
A

受
験
申
込
書
配
布
期
間

７
月
８
日
B

〜
８
月
２
日
F

申
込
期
間

７
月
29
日
B
〜
８
月
２
日

F

※

受
験
申
込
書
の
配
布
場
所
や
申
込

方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

&
福
岡
県
建

築
住
宅
セ
ン
タ
ー(

ア
ク
ロ
ス

福
岡
東
オ
フ
ィ
ス
５
階)

1(

737)

８
０
１
３

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
じ
て
高

齢
者
の
生
き
が
い
・
仲
間
・
健
康
づ
く

り
を
目
指
す
「
第
２
回
福
岡
県
ね
ん
り

ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
」
が
11
月
16
日

G
〜
19
日
C
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
福
岡
地
区
大
会
で
す
。
奮ふ

る

っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人（
昭

和
18
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）

種
目
・
開
催
日
・
会
場

▽
卓
球
　
10
月
25
日
F

粕
屋

か

す

や

町
総
合

体
育
館

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
８
月
24
日
G

篠さ
さ

栗ぐ
り

町
総
合
運
動
公
園

▽
ペ
タ
ン
ク
　
９
月
21
日
G

古
賀

こ

が

市

立
球
技
場

▽
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　
９
月
11
日
D

須
恵

す

え

町
運
動
公
園

▽
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
９
月
１
日

A

宗
像

む
な
か
た

ユ
リ
ッ
ク
ス

▽
囲
碁
・
将
棋
　
10
月
26
日
G

太
宰

府
天
満
宮

※

申
込
期
限
・
方
法
、
会
場
所
在
地

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課
高
齢
担

当

三
穂
野

み

ほ

の

真
琴

ま
こ
と

ち
ゃ
ん（
宝
町
）

平
成
13
年
７
月
25
日
生

江
藤

え
と
う

謙
汰

け
ん
た

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
12
年
７
月
９
日
生

古
賀

こ

が

太
郎

し
ょ
う
た
ろ
う

ち
ゃ
ん
（
光
町
）

平
成
13
年
７
月
27
日
生

山
下

や
ま
し
た

文
之

ふ
み
ゆ
き

ち
ゃ
ん
（
ち
く
し
台
）

平
成
11
年
７
月
８
日
生

小
津
和

こ

づ

わ

莉
子

り

こ

ち
ゃ
ん（
春
日
公
園
）

平
成
13
年
７
月
２
日
生

無
料
原
爆
健
康
診
断

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

イ
ベ
ン
ト�

星
の
観
望
会

岩
戸

い
わ
と

神
楽

か
ぐ
ら

を
見
に
き
ま
せ
ん
か

伏
見

ふ
し
み

神
社
の
祇
園
祭

ぎ
お
ん
さ
い

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
試
験

資
格
・
試
験�

第
２
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
祭
地
区
大
会
参
加
者
募
集

募
　
集�
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市
営
住
宅
の
入
居
待
機
者
を
募
集
し

ま
す
。
待
機
者
は
、
９
月
〜
平
成
15
年

８
月
ま
で
に
空
室
が
生
じ
た
場
合
に
入

居
で
き
ま
す
。

申
込
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

案
内
書
配
布
・
申
込
期
間

７
月
１
日

B
〜
31
日
D

※

案
内
書
は
、
市
役
所
厚
生
課
、
い

き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―
１
２
０)

で
配
布
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

厚
生
課

１
年
間
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら

現
地
の
高
校
に
通
う
留
学
制
度
で
す
。

異
文
化
体
験
を
通
し
て
国
際
相
互
理

解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
32
の
国
と
地
域
へ
の
留
学

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

出
発
予
定

▽
第
１
回
　
平
成
15
年
１
月
〜
４
月

▽
第
２
回
　
平
成
15
年
７
月
〜
９
月

対
象

平
成
14
年
４
月
時
点
で
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
高
等
課
程
の
１
、
２
年
に
在

学
す
る
人

募
集
人
員

４
１
７
人

選
考

▽
１
次
選
考
　
筆
記
試
験
、
グ
ル
ー
プ

面
接
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

▽
２
次
選
考
　
書
類
審
査

申
込
方
法

第
１
回
は
７
月
12
日
F
、

第
２
回
は
９
月
13
日
F
ま
で
に
、

申
込
用
紙
を
提
出
す
る

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ａ
Ｆ
Ｓ

エ
イ
エ
フ
エ
ス

福
岡

事
務
所
　
薺
藤

さ
い
と
う

1(

821)

２
０
０
５

Ｅ
メ
ー
ル

in
fo
-fu
ku
o
ka@

afs.o
r.jp

【h
ttp
://w
w
w
.afs.o

r.jp
/

】

筑
陽
学
園
の
中
学
・
高
校
生
と
一
緒

に
「
中
高
生
か
ら
中
高
年
の
方
ま
で
の

写
真
展
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

だ
れ
で
も
応
募
で
き
、
作
品
は
無
審

査
で
展
示
し
ま
す
。

題
材
　
自
由

写
真
の
規
格

白
黒
ま
た
は
カ
ラ
ー
プ

リ
ン
ト
（
デ
ジ
タ
ル
可
）
で
、

２
Ｌ
か
ら
四
ツ
切
サ
イ
ズ
ま
で

※

組
作
品
は
同
一
主
題
で
４
枚
ま
で

と
し
ま
す
。

応
募
上
の
注
意

▽
作
品
は
、
額
縁
入
り
で
も
、
パ
ネ
ル

に
し
た
も
の
で
も
可

▽
応
募
は
一
人
６
作
品
ま
で

展
示
期
間

９
月
５
日
E
〜
13
日
F

※

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
陽
学
園
写

真
展
係
　
車

く
る
ま

1(

922)

７
３
６
１

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
市
知
的
障
害

者
育
成
会
が
行
な
う
、
ふ
れ
あ
い
キ
ャ

ン
プ
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
る
、
楽
し

い
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

期
日

８
月
20
日
C

場
所

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ
キ
ャ

ン
プ
村
（
那
珂
川
町
五
ヶ
山

ご

か

や

ま

６

４
８
）

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町

１
―
１
２
０
）

対
象

▽
市
内
に
住
む
小
学
４
年
生
〜
高
校
生

で
、
８
月
10
日
G
、
９
月
７
日
G
の

交
流
会
に
参
加
で
き
る
人

▽
小
学
１
年
生
〜
高
校
生
の
障
害
者

で
、
７
月
27
日
G
、
８
月
３
日
G
、

８
月
10
日
G
、
９
月
７
日
G
の
交
流

会
に
参
加
で
き
る
人

※

小
学
１
〜
３
年
生
ま
で
は
、
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

参
加
費

５
０
０
円

定
員

40
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

７
月
24
日
D
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉

協
議
会
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

担
当

1(

581)

７
２
２
５

5(

581)

７
２
５
８

「
生
命
を
生
み
だ
す
母
親
は
、
生
命

を
育
て
、
生
命
を
守
る
こ
と
を
の
ぞ
み

ま
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
日
本
母
親
大

会
を
行
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
明
日
を
子
ど
も
た
ち
に

手
渡
す
た
め
に
、
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所
・
内
容

○
７
月
27
日
G

午
後
０
時
30
分
〜
５
時

▽
九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
（
福

岡
市
東
区
箱
崎
６
―
10
―
１
）

▽
分
科
会(

子
ど
も
の
教
育
・
平

和
・
女
性
の
地
位
向
上
な
ど)

○
７
月
28
日
A

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▽
西
日
本
総
合
展
示
場
（
北
九
州
市
小

倉
北
区
浅
野
３
―
８
―
１
）

▽
記
念
講
演

「
ア
フ
ガ
ン
の
も
の
い
わ
ぬ
民
と

と
も
に
」

講
師
　
中
村

な
か
む
ら

哲て
つ

さ
ん
（
医
師
・

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代

表
）

参
加
費

２，

５
０
０
円(

１
日)

※

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
朝
倉
地
区
母
親

大
会
実
行
委
員
会
　
足
立

あ

だ

ち

1(
571)

３
１
６
６

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

来
年
４
月
に
、
県
知
事
・
県
議
会

議
員
選
挙
と
市
長
・
市
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
向
け
て
、
今
回
か
ら
投
票

す
る
際
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
連

載
し
て
い
き
ま
す
。

投
票
時
間

投
票
は
、
仕
事
や
用
事
の
あ
る
人

で
も
投
票
し
や
す
い
よ
う
に
、
投
票

日
の
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

行
え
ま
す
。

選
挙
権
を
持
つ
人
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
「
投
票
所
入
場
整
理
券
」
と
一

緒
に
、
投
票
所
の
地
図
も
お
送
り
し

ま
す
。「
投
票
所
の
場
所
が
わ
か
ら
ず
、

探
し
て
い
る
う
ち
に
投
票
時
間
を
過

ぎ
て
し
ま
い
、
投
票
で
き
な
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
投
票
所

は
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
終
了
時
刻
の
午
後
８
時
ま

で
に
投
票
所
の
敷
地
内
に
着
い
て
い

て
も
、
投
票
所(

小
学
校
の
体
育
館)

内
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
に
は
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

※

事
情
が
あ
っ
て
、
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い
人
は
、
「
不
在
者
投

票
」
が
で
き
ま
す
。

次
回
は
、
こ
の
「
不
在
者
投
票
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

Ａ
Ｆ
Ｓ
年
間
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

留
学
生
募
集

市
営
住
宅
入
居
待
機
者
募
集

第
７
回
「
筑
陽
学
園
写
真
展
」

作
品
募
集

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

講
　
演�

第
48
回
日
本
母
親
大
会
in
福
岡



パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
そ
の
治
療
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

７
月
16
日
C

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原
３
―
５
―

25
）

講
師

加
来

か

く

倭
磨

し

ず

ま

さ
ん
（
福
岡
徳
洲
会

病
院
神
経
内
科
部
長
）

申
込
方
法

７
月
12
日
F
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所

保
健
課
健
康
増
進
係

1(

513)

５
５
８
３

5(

592)

８
４
４
４

「
学
習
障
害
」
と
い
う
障
害
を
持
つ

健
志

た

け

し

さ
ん
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
に
リ
ズ

ム
に
関
心
を
持
ち
、
中
学
校
の
卒
業
式

で
家
族
と
バ
ン
ド
を
組
み
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
県
内
各
地
で

演
奏
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

両
親
の
話
を
交
え
た
元
気
い
っ
ぱ
い

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に
き
ま
せ
ん
か
。

入
場
は
無
料
で
、
予
約
も
不
要
で
す
。

日
時

７
月
６
日
G

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
開
場

午
後
１
時
10
分
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
６
―
24
）

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
春
日

1(

572)

８
７
４
０

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
痴
呆
な
ど
の

高
齢
者
を
か
か
え
る
家
族
の
会
「
ひ
だ

ま
り
の
会
」
に
よ
る
「
在
宅
介
護
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

痴
ほ
う
や
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の

在
宅
介
護
で
の
不
安
や
悩
み
な
ど
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時

７
月
18
日
E

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会

議
室(

昇
町
３
―
１
０
１)

内
容

老
々
介
護
ま
た
は
病
気
を
も
っ

て
の
介
護
に
つ
い
て

講
師

福
岡
市
在
宅
ケ
ア
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
担
当
職
員

※

託
老
も
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

７
月
17
日
D
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

1(

581)

７
２
２
５

日
時

７
月
23
日
C

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原
３
―
５
―
25
）

講
師

牧ま
き

聡
さ
と
し

さ
ん
（
牧
病
院
院
長
）

演
題

心
の
病
気
の
理
解
と
対
応
に
つ

い
て
ー
精
神
分
裂
病
を
中
心
に
ー

申
込
方
法

７
月
19
日
F
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所

保
健
課
精
神
保
健
福
祉
係

1(

513)

５
５
８
５

5(

592)

８
４
４
４

親
子
で
一
緒
に
料
理
を
作
り
、
夏
休

み
の
思
い
出
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

７
月
30
日
C

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
栄
養
指
導
室

(

昇
町
１
―
１
２
０)

定
員

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
15
組

(

申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾き
ん

参
加
費

一
人
１
０
０
円

申
込
方
法

７
月
１
日
B
〜
15
日
B
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

お
知
ら
せ

14

2002.  7.  1 市報かすが

長
谷
川

は

せ

が

わ

奨し
ょ
う

ち
ゃ
ん
（
一
の
谷
）

平
成
11
年
７
月
３
日
生

武
末

た
け
す
え

拓
十

た
く
と

ち
ゃ
ん
（
須
玖
北
）

平
成
12
年
７
月
31
日
生

森
山

も
り
や
ま

理
央

り

お

ち
ゃ
ん
（
惣
利
）

平
成
13
年
７
月
14
日
生

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、８月３日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

野
中

の
な
か

梨
那

り

な

ち
ゃ
ん
（
岡
本
）

平
成
13
年
７
月
４
日
生

春
日
幼
稚
園
の
園
児
１
５
９
人
と
春

日
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
若
水
会(

白し
ろ

水う
ず

作
美

さ

く

み

会
長)

」
の
お
年
寄
り
20
人
が
、

６
月
７
日
、
春
日
公
園
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
ま
で
小

学
生
を
対
象
に
行
っ
て
き
た
世
代
間
交

流
活
動
を
幼
稚
園
児
に
も
広
げ
た
も
の
。

こ
の
日
は
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
服
装

で
参
加
し
た
お
年
寄
り
が
、
元
気
な
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
踊
っ
た
り
、
遊
具

で
遊
ん
だ
り
と
大
張
り
切
り
。

遊
ん
だ
あ
と
、
お
弁
当
を
見
せ
合
い

な
が
ら
お
昼
ご
飯
も
一
緒
に
食
べ
た
子

ど
も
た
ち
は
、「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た

遊
ん
で
ほ
し
い
」
と
大
喜
び
で
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
遊
ぼ
う

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会

聴
き
に
き
ま
せ
ん
か

健た
け

ち
ゃ
ん
バ
ン
ド
が
や
っ
て
く
る

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

精
神
保
健
福
祉
家
族
講
演
会

親
子
料
理
教
室

講
　
座�

△おばあちゃんのお弁当おいしそー



お
知
ら
せ

15

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

「
食
」や「
農
」に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。

日
程

７
月
20
日
G
〜
12
月
14
日
G

（
毎
回
土
曜
日
　
全
10
回
）

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

コ
ー
ス
・
内
容

▽
「
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ア
グ
リ
」
コ
ー
ス

（
花
、
野
菜
の
栽
培
、
み
か
ん
の
収

穫
、
そ
ば
打
ち
や
漬
け
物
作
り
）

▽
「
ハ
ー
ト
フ
ル
・
フ
ー
ズ
」
コ
ー
ス
　

（
ケ
ッ
チ
ャ
ッ
プ
・
パ
ン
・
ピ
ザ
・

ジ
ャ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
な
ど)

※
　
収
穫
物
な
ど
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

定
員

各
コ
ー
ス
20
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

受
講
料

各
コ
ー
ス
９，

０
０
０
円

申
込
方
法

７
月
10
日
D(

必
着)

ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
コ
ー
ス
名
、

性
別
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
福
岡
農

業
高
等
学
校
開
放
講
座
実
行
委

員
会
（
〒
818
―
０
１
３
４
太
宰

府
市
大
佐
野

お

お

さ

の

２
５
０
）

1(

924)

５
０
３
１

大
学
教
授
が
指
導
す
る
公
開
講
座
で
、

だ
れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

○
ワ
ー
ド
の
入
門
か
ら
初
級
へ

内
容

文
字
入
力
、
文
書
、
表
、
グ

ラ
フ
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

期
間

８
月
１
日
B
〜
10
日
G(

６
回)

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
エ
ク
セ
ル
の
入
門
か
ら
初
級
へ

内
容

表
、
グ
ラ
フ
、
関
数
、
デ
ー

タ
ー
ベ
ー
ス
機
能

期
間

８
月
１
日
B
〜
10
日
G(

６
回)

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員

各
30
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

各
１
０，

４
０
０
円

講
師

甲
木

か

つ

き

伸
一

し
ん
い
ち

さ
ん
（
同
大
学
人
間

関
係
学
部
教
授
）

会
場

同
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
福

岡
市
南
区
日
佐
３
―
42
―
１
）

申
込
方
法

７
月
19
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

※

こ
の
ほ
か
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
公
開
テ
ス

ト
対
策
講
座
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
女
学
院
大
学
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1(

575)

２
９
９
３

小
・
中
学
生
の
保
護
者
が
子
育
て
に

つ
い
て
学
ん
で
い
る「
家
庭
教
育
学
級
」

の
公
開
講
座
で
す
。

11
月
ま
で
に
計
４
回
、
夫
婦
で
参
加

し
や
す
い
よ
う
夜
間
に
行
い
ま
す
。

講
師
は
、
お
父
さ
ん
研
究
や
子
ど
も

研
究
、
職
場
研
究
な
ど
、
独
自
の
視
点

で
教
育
文
化
を
研
究
し
て
い
る
長
阿
彌

ち
ょ
う
あ
み

さ
ん
で
す
。

第
一
回
目
の
テ
ー
マ
は
「
そ
の
ま
ま

聞
く
」。
ど
う
す
れ
ば
、
家
庭
や
地
域
、

職
場
の
中
に
対
立
の
な
い
心
豊
か
な「
な

か
よ
し
社
会
」を
つ
く
っ
て
い
け
る
か
、

参
加
者
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、
親
子
連
れ
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

日
時

７
月
10
日
D

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

春
日
東
小
学
校
ド
リ
ー
ム
ホ
ー

ル

先方への電話は７月１日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●キーボード（楽器）uヤ
マハ｢ポータトーンＰＳＲ―
２００｣●犬用トイレu小型
犬用uいずれも無料でu取
りに来られる人u 福沢

ふくざ わ

1(592)6551

【ゆずってください】
●冷凍冷蔵庫u200R以上
u無料でu上野

う え の

1(574)1286
●ベビーベッド●リビング
用扇風機●壁掛け扇風機u

いずれも無料でu子育てネ
ットワーク春日事務局1(572)
8740
●チャイルドシートu生後
４か月から使えるもの●B型
ベビーカーuいずれも無料
または安価でu吉田

よ し だ

1(593)
2315
●自転車用補助イス▽後ろ
用▽松隈

まつぐま

1 (090)1197-
1430

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿名
は不可)、電話番号、品物名
(色、サイズ、特徴など詳し
く)、有料・無料の別(有料
の場合は１万円を上限とす
る希望価格)などを書いて市
役所広報担当に送ってくだ
さい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
出
前
ト
ー

ク
「
市
長
と
語
る
」。
今
年
も
す
で

に
７
地
区
で
開
催
し
、
約
３
５
０
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

出
前
ト
ー
ク
は
、
ま
ず
市
長
が
今

年
度
の
主
な
事
業
や
課
題
に
つ
い
て

説
明
し
、
そ
の
後
、
参
加
者
と
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
す
。
毎
回
、
行
政

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

て
、
熱
の
こ
も
っ
た
意
見
交
換
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

７
・
８
月
は
、
次
の
地
区
で
開
催

し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

出
前
ト
ー
ク
「
市
長
と
語
る
」

BFBCDCDECECDECE

学
校
開
放
講
座

県
立
福
岡
農
業
高
等
学
校

福
岡
女
学
院
大
学
公
開
講
座

家
庭
教
育
学
級

夜
間
公
開
講
座
参
加
者
募
集

会
場

各
地
区
公
民
館

※

白
水
ヶ
丘
地
区
は
、
上
白
水
地

区
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

問
い
合
わ
せ
先

行
政
管
理
課

講
師

長
阿
彌

ち
ょ
う
あ
み

幹
生

み

き

お

さ
ん
（
教
育
文
化

研
究
所
代
表
）

申
し
込
み
方
法

７
月
５
日
F
ま
で
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

む

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

5(

593)

７
３
８
０



ご
注
意
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す

災
害
に
あ
う
な
ど
の
特
別
な
事
情

が
な
い
の
に
、
１
年
以
上
国
保
税
を

滞
納
し
て
い
る
場
合
、
保
険
証
を
返

し
て
も
ら
い
、
代
わ
り
に
資
格
証
明

書
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

資
格
証
明
書
と
は

保
険
証
で
病
院
に
か
か
る
と
、
一

部
負
担
金
（
医
療
費
の
３
割
ま
た
は

２
割
）
の
支
払
い
で
済
み
ま
す
が
、

資
格
証
明
書
の
場
合
、
医
療
費
全
額

(

10
割)

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

払
戻
し
は
受
け
ら
れ
る
の

申
請
に
よ
り
医
療
費
の
７
割
ま
た

は
８
割
相
当
額
の
払
戻
し
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
１
年
６
か
月

以
上
保
険
税
を
滞
納
し
た
場
合
は
、

払
戻
分
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
差
し

止
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
な
お
納
付
が
な
い
場
合

は
、
差
し
止
め
て
い
る
払
戻
分
を
滞

納
し
て
い
る
保
険
税
に
充
て
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

お
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

(

国
保
年
金
課)

2002.  7.  1 市報かすが
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吉
野
ヶ
里
遺
跡
を
通
じ
て
、
倭わ(

日
本)

の
代
表
と
し
て
漢(

中
国)

か
ら
金
印
を

賜
っ
た
奴
国
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。
受

講
は
無
料
で
す
。

日
時

７
月
27
日
G

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場

九
州
歴
史
資
料
館
（
太
宰
府
市

石
坂

い
し
ざ
か

４
―
７
―
１
）

講
師

柳
田

や
な
ぎ
だ

康
雄

や

す

お

さ
ん(

同
資
料
館
副

館
長)

申
込
方
法

７
月
22
日
B
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

九
州
歴
史
資

料
館
広
報
担
当
係
（
〒
818
―
０

１
１
８
太
宰
府
市
石
坂
４
―
７

―
１
）

1(

923)

０
４
０
４

5(

923)

０
４
４
８

小
学
２
〜
６
年
生
で
包
丁
を
使
え
る

人
を
対
象
に
し
た
料
理
教
室
で
す
。

日
時
・
内
容
・
場
所

▽
１
日
目
　
８
月
27
日
C

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

「
切
り
方
か
ら
簡
単
な
料
理
ま
で
」

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
栄
養
指
導
室(

昇

町
１
―
１
２
０)

▽
２
日
目
　
11
月
16
日
G

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

「
シ
ェ
フ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
料
理
」

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理
講
習

室(

大
谷
６
―
24)

※
　
２
日
と
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員

30
人
程
度(

申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾き
ん

費
用

５
０
０
円(

材
料
費)

申
込
方
法

８
月
８
日
E
ま
で
に
フ
ァ

ッ
ク
ス
か
往
復
ハ
ガ
キ
で
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
学
校
名
、

連
絡
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
料
理

名
人
育
成
事
業
事
務
局
（
〒
812

―
０
０
４
６
福
岡
市
博
多
区
吉

塚
本
町
13
―
50
福
岡
教
育
事
務

所
内
）

1(

643)

０
１
１
６

5(

643)

０
１
２
１

日
常
生
活
か
ら
少
し
離
れ
て
、
親
子

で
野
外
料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

緑
の
中
で
散
策
も
で
き
ま
す
。

日
時

８
月
18
日
A

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所

市
野
外
活
動
場
（
大
野
城
市
牛う

し

頸く
び

２
３
７
４
―
２
）

内
容

▽
野
外
料
理
づ
く
り

▽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

一
人
３
０
０
円

講
師

吉
村

よ
し
む
ら

和
昭

か
ず
あ
き

さ
ん
（
わ
く
わ
く

ド
キ
ド
キ
研
究
所
代
表
）

申
込
方
法

７
月
１
日
B
〜
31
日
D
に

電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

&
福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会
は
、
現

在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
中

か
、
こ
れ
か
ら
従
事
し
よ
う
と
す
る
人

を
対
象
に
養
成
研
修
を
開
き
ま
す
。

日
程

▽
講
義
・
実
技
　
８
月
25
日
A
〜
12
月

29
日
A
の
毎
週
日
曜
日

▽
実
習
　
11
月
11
日
B
〜
３
月
28
日
F

の
う
ち
計
４
日
間

会
場

九
州
情
報
大
学
博
多
駅
前
ビ
ル

(

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
２

―
15
―
７)

募
集
定
員

10
人
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

受
講
料

２
万
円(

テ
キ
ス
ト
代
な
ど)

申
込
方
法

７
月
19
日
F
ま
で
に
高
齢

障
害
課
窓
口
備
え
付
け
の
受
講

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
し
て
提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

市
内
で
事
業
を
営
む
人
や
、
こ
れ
か

ら
独
立
し
て
開
業
し
よ
う
と
す
る
人
で

20
〜
30
歳
代
の
人
を
対
象
に
し
た
青
年

経
営
者
の
集
い
で
す
。

日
時

７
月
24
日
D

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

(

受
付
　
午
後
６
時
30
分
〜)

会
場

市
商
工
会
館
大
ホ
ー
ル
（
伯
玄

町
２
―
24
）

内
容

若
手
経
営
者
の
体
験
発
表
、
名

刺
交
換
会
、
懇
親
会
な
ど

参
加
費

１，

０
０
０
円

申
込
方
法

７
月
19
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
商
工
会

1(

581)

１
４
０
７

あ
な
た
も
料
理
名
人
に
な
ろ
う

子
ど
も
料
理
教
室

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程

土
日
コ
ー
ス
受
講
者
募
集

「
家
庭
の
日
」親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

親
子
で
野
外
料
理

そ
の
他�

青
年
経
営
者
の
集
い

春
日
市
商
工
会
青
年
部

第
３
回
九
歴

き
ゅ
う
れ
き

講
座

吉
野
ヶ
里

よ

し

の

が

り

と
奴
国

な

こ

く

の
金
印

７月１日から、老人福祉セ
ンター「ナギの木苑」の入場
料(使用料)が改定されます。
ご協力をお願いします。

改定後の料金
○市内居住者

u60歳以上・障害者・小学
生　１００円

uその他の人(中学生～59
歳) ２００円

○市外居住者
u小学生以上　３００円
※ いずれも未就学児は無料
です
問い合わせ先 高齢障害課

ナギの木苑
使用料改定します
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平
成
15
年
歌
会
始
の
お
題
が
「
町
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。（「
街
」
の
文
字

や
、
こ
れ
ら
の
文
字
の
入
っ
た
熟
語
で

も
可
）

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

１

詠
進
歌
は
、
お
題
を
読
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
、
一
人
１
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

２

用
紙
は
半
紙(

和
紙)

と
し
、
毛
筆

で
自
書
す
る
。

３

病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
自

書
で
き
な
い
場
合
は
、
代
筆
も
し
く

は
ワ
ー
プ
ロ
で
も
可
。
な
お
、
視
覚

障
害
者
の
人
は
、
点
字
で
も
差
し
支

え
な
い
。

４

書
式
は
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、

生
年
月
日
お
よ
び
職
業
（
な
る
べ
く

具
体
的
に
）
を
縦
書
き
す
る
。
な
お
、

無
職
の
場
合
は
「
無
職
」
と
書
き
、

以
前
に
職
業
に
就
い
た
こ
と
の
あ
る

場
合
に
は
、
元
の
職
業
を
書
く
。

注
意

▽
代
筆
の
場
合
は
、
別
の
紙
に
代
筆
の

理
由
、
代
筆
者
の
住
所
お
よ
び
氏
名

を
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
る

▽
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
場
合
は
、
理
由
を

別
の
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
る

詠
進
の
期
限

９
月
30
日
B
ま
で
（
当

日
消
印
有
効
）

送
り
先

宮
内
庁（
〒
100
―
８
１
１
１
）

※

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え

る
こ
と
。
用
紙
は
小
さ
く
折
っ
て
封

入
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
方
法

不
明
な
点
は
、
宮

内
庁
式
部
職
へ
９
月
20
日
F
ま

で
に
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
る
。

そ
の
際
に
、
必
ず
返
信
用
封
筒

（
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

書
き
、
切
手
を
貼は

っ
た
も
の
）

を
同
封
す
る

【h
ttp
://w
w
w
.ku
n
aich
o
.g
o
.jp
/

1
2
/d
1
2
-0
3
.h
tm
l

】

筑
紫
地
区
内
の
公
立
小
中
学
校
で
使

用
し
て
い
る
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

期
間

７
月
11
日
E
ま
で

※

７
月
６
日
G
〜
８
日
B
は
除
き
ま

す
。

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

筑
紫
野
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(

筑
紫
野
市
諸
田
１
６
９)

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
教
職
員

担
当

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

282

は
っ
け
ん（
伯
玄
）さ
ん
考
　
２

は
っ
け
ん
さ
ん
の
話
は
江
戸
時
代
に

は
、
す
で
に
昔
話
と
し
て
成
立
し
て
い

ま
し
た
。
お
そ
ら
く
中
世
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
物
語
で
し
ょ
う
。

話
は
５
つ
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
①
大

飯
食
ら
い
の
働
き
者
の
こ
と
②
あ
ぜ
塗

り
で
草
野
池
を
作
っ
た
こ
と
③
大
規
模

に
す
き
返
し
、
大
き
な
畑
を
作
っ
た
こ

と
④
馬
の
看
病
を
し
た
こ
と
⑤
大
き
な

縄
を
作
っ
た
こ
と
、
以
上
で
す
。

①
は
、
た
ら
ふ
く
食
べ
て
、
働
き
者
、

そ
し
て
実
直
、
雇
い
主
の
旦
那

だ

ん

な

を
恐
れ

ず
、
曲
が
っ
た
こ
と
に
抵
抗
す
る
と
い

っ
た
、
農
民
は
こ
う
あ
り
た
い
と
い
う

願
望
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
農
民

の
ヒ
ー
ロ
ー
話
で
、
農
民
の
夢
と
し
て

後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

私
は
②
と
③
の
話
が
は
っ
け
ん
さ
ん

の
中
心
の
話
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
中
世
の
耕
作
地
は
不
安
定
で
、

毎
年
同
じ
田
畠

た

は

た

で
収
穫
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
た
い
そ
う
困
難
で
し
た
。
大
き

な
川
か
ら
水
を
引
け
ば
よ
い
の
で
す

が
、
水
田
面
よ
り
低
い
と
こ
ろ
を
流
れ

て
い
る
川
か
ら
の
取
水
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
簡
単
に
水
が
引
け

る
谷
川
や
小
さ
な
川
は
、
雨
が
降
ら
な

く
な
る
と
す
ぐ
に
水
量
が
減
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
で
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
、
池
の
役
割
は
大
き
な
も
の

で
し
た
。
③
の
大
規
模
に
田
に
す
き
を

行
っ
た
と
い
う
話
も
、
荒
地
を
開
墾
し

た
こ
と
の
表
現
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。た

め
池
を
作
り
、
荒
地
を
開
墾
し
た

は
っ
け
ん
さ
ん
と
は
何
者
な
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
ら
を
す
る
に
は
土
地
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。労
働
力
、

資
金
も
必
要
で
す
。
地
域
開
発
の
お
金

と
人
を
集
め
ら
れ
た
は
っ
け
ん
さ
ん
は
、

旦
那
に
雇
わ
れ
る
人
で
は
な
く
、
反
対

に
小
倉
村
を
支
配
し
た
人
だ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
話
の
流
れ

か
ら
、
領
主
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
領
主

で
は
な
い
が
、
領
主
に
代
わ
る
影
響
力

を
持
ち
、
か
つ
土
地
の
生
産
性
の
向
上

を
図
っ
た
人
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
領

主
か
ら
小
倉
村
の
経
営
の
た
め
派
遣
さ

れ
た
人
で
す
。
し
か
し
、
は
っ
け
ん
さ

ん
は
、
領
主
の
代
官
と
い
っ
て
も
、
武

士
ら
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
④
で
、
馬

を
看
病
し
た
話
が
あ
り
ま
す
。
中
世
で

は
、
こ
の
よ
う
な
医
療
技
術
を
持
つ
の

は
、
薬
草
な
ど
の
知
識
が
豊
富
な
僧
侶

そ
う
り
ょ

で
し
た
。
中
世
で
は
僧
が
勧
進

か
ん
じ
ん

（
寺

社
・
仏
像
の
建
立

こ
ん
り
ゅ
う

・
修
繕
な
ど
の
た
め

に
寄
付
を
募
る
こ
と
）
を
し
て
広
く
お

金
を
集
め
、
橋
や
道
路
を
作
る
話
は
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
僧
侶

が
池
を
作
る
土
木
技
術
を
持
っ
て
い
て

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
世
で
は
領
主
が
寺
社
で
あ
る
こ
と

は
普
通
で
、
小
倉
村
も
鎌
倉
時
代
に
は

宇
佐
弥
勒
寺

う

さ

み

ろ

く

じ

の
荘
園

し
ょ
う
え
ん

と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
下
白
水
も
京
都
の
石
清
水
八
幡

い
わ
し
み
ず
は
ち
ま
ん

宮ぐ
う

の
荘
園
で
し
た
し
、
須
玖
の
一
部
も

太
宰
府
天
満
宮
の
荘
園
で
し
た
。
小
倉

の
神
社
は
住
吉
宮
で
す
。
記
録
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
博
多
の
住
吉
神
社
が
何
ら

か
の
権
益
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
中
世
の
神
社
は
お
寺
と
一
体

化
し
て
い
て
、
神
官
の
多
く
は
僧
侶
で

し
た
。

は
っ
け
ん
さ
ん
は
領
主
か
ら
派
遣
さ

れ
た
有
能
な
僧
侶
で
、
村
の
た
め
に
尽

く
し
た
た
め
、
村
の
人
の
記
憶
に
長
く

残
り
、
世
代
か
ら
世
代
へ
と
言
い
伝
え

ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
、
や
が
て
農
民
の
ヒ
ー
ロ
ー
の「
は

っ
け
ん
さ
ん
」
と
な
る
一
方
、
僧
侶
と

し
て
の
記
憶
で
信
仰
面
に
残
り
、
外
か

ら
こ
の
村
に
や
っ
て
く
る
悪
い
こ
と
を

防
い
で
く
れ
る
神
と
し
て
、
小
倉
村
の

は
ず
れ
の
伯
玄
社

は
く
げ
ん
し
ゃ

の
祠

ほ
こ
ら

に
ま
つ
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
は
あ
く
ま
で
仮
説
で
す
。
皆
さ

ん
も
身
近
な
こ
と
を
題
材
に
し
て
歴
史

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

平
成
15
年
歌
会
始

お
題
は
「
町
」

教
科
書
展
示
会

u
伯
玄
社
の
祠
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おばけやしき
毎年恒例の「おばけやしき」。今年はどんなおばけが出るのかな。
７月から８月にかけて、各児童センターに出現します。
※ おばけやしきの準備を手伝ってくれるボランティアを募集してい
ます。
詳しくは、各児童センターにお問い合わせください。



曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道
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暑
い
夏
が
巡
っ
て
き
た
。
年
々
、
夏

の
暑
さ
が
増
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
な
ら
な
い
。
夜
に
な
っ
て
も
こ
う
暑

い
の
は
、
地
球
が
病
ん
で
い
る
証
拠
に

違
い
な
い
▼
市
は
、
今
年
も
市
役
所
内

の
冷
房
温
度
を
28
℃
に
抑
え
る
エ
コ
オ

フ
ィ
ス
を
実
践
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
を
抑
制
し
、
経
費
節
減
と
地
球

温
暖
化
防
止
に
少
し
で
も
貢
献
し
よ
う

と
い
う
姿
勢
だ
。
た
だ
、
仕
事
の
能
率

を
維
持
す
る
た
め
、
職
員
は
上
着
と
ネ

ク
タ
イ
を
着
用
禁
止
に
。
そ
の
分
、
来

庁
す
る
市
民
に
失
礼
の
な
い
よ
う
、
よ

り
一
層
、
接
遇
に
も
心
掛
け
て
い
る
▼

こ
の
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
に
新
た
に
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
が
加
わ
っ
た
。月
に
一
度
、

車
で
の
通
勤
は
や
め
よ
う
と
い
う
も
の

だ
。
特
別
の
事
情
が
あ
る
職
員
は
別
に

し
て
、
初
日
の
６
月
14
日
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
徒
歩
や
自
転
車
で
出
勤
し
た
。

こ
れ
も
排
気
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖
化

防
止
に
向
け
た
さ
さ
や
か
な
取
り
組
み

だ
が
、
職
員
の
意
識
は
確
実
に
向
上
し

て
い
る
▼
と
こ
ろ
で
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ

ー
の
初
日
、
午
後
５
時
の
終
業
と
と
も

に
庁
舎
内
か
ら
職
員
の
姿
が
消
え
た
。

ノ
ー
残
業
デ
ー
で
は
な
い
。
あ
ち
ら
こ

ち
ら
の
課
で
飲
み
会
を
思
い
立
っ
た
ら

し
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
と
は
無
縁
で
は
な
い
と
し
た
ら
、

温
暖
化
防
止
へ
の
道
は
長
い
。

（
後
）

地
球
温
暖
化
を
憂
う

問１　②不法投棄
問２　①いきいきクラブ
問３　③６月23日～６月29日
問４　③50ｍプール
問５　②菌を食べる
（応募総数　52通）

金属類のゴミとして出せるのは？
①３kgまで
②５kgまで
③７kgまで

同和問題の始まりと考えられるのは？
①弥生時代
②江戸時代
③大正時代

国民健康保険税を滞納すると、保険証を？
①返さなければならない
②破らなければならない
③もらわなければならない

出前トーク｢市長と語る｣７月１日の開催地区は？
①千歳町
②下白水南
③光町

｢市民表彰｣の推薦区分は？
①４つ
②５つ
③６つ

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法　ハガキに、①市報の月日号②クイ
ズの答え③住所④氏名⑤電話番号
⑥市報に関する感想や要望などを
書いて、送ってください。

あて先　〒816－8501
春日市役所広報担当

締め切り日　7月22日B（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に代えさ

せていただきます。

問1

問2

問3

問4

問5

「
５
歳
の
こ
ろ
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
通
っ
て
い
た
公
民
館
の
民
謡

教
室
に
つ
い
て
行
っ
た
の
が
始
ま

り
で
す
」。

こ
の
ほ
ど
「
八
女
茶
山
唄
日
本

一
大
会
」
の
少
年
少
女
の
部
で
準

優
勝
し
た
井
上
麻
美
さ
ん
（
春
日

西
中
２
年
）
は
、
民
謡
の
世
界
に

入
っ
た
き
っ
か
け
を
こ
う
話
し
ま

す
。こ

の
大
会
は
八
女
茶
の
産
地
で

あ
る
八
女
郡
黒
木
町
が
、
当
地
の

民
謡
「
茶
山
唄
」
の
普
及
と
お
茶

の
産
業
振
興
を
目
的
に
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
19
回
目
。

今
回
は
、
九
州
全
域
か
ら
出
場

し
た
２
５
９
人
が
、
尺
八
を
伴
奏

に
自
慢
の
の
ど
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
「
少
年
少
女
の
部
」

に
出
場
し
た
の
は
中
学
生
ま
で
の

22
人
。
絣
の
着
物
に
赤
い
前
掛
け

の
茶
摘
み
姿
で
出
場
し
た
井
上
さ

ん
は
、
あ
が
る
こ
と
も
な
く
実
力

を
発
揮
し
、
準
優
勝
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
感
想
を
尋
ね
る
と
「
結

果
発
表
を
聞
い
た
と
き
、
う
れ
し

い
と
い
う
よ
り
悔
し
か
っ
た
」
と

意
外
な
返
事
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

井
上
さ
ん
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た

「
少
年
少
女
民
謡
福
岡
県
大
会
」
中

学
生
の
部
で
も
見
事
３
位
に
入
賞
。

来
た
る
８
月
の
全
国
大
会
へ
の
切

符
も
手
に
し
て
い
た
の
で
す
。

「
練
習
は
、
い
ま
で
も
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
小
倉
公
民
館
民

謡
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。
月
に

３
回
、
毎
回
２
時
間
の
練
習
が
待

ち
遠
し
く
て
。
最
近
は
、
三
味
線

も
習
い
始
め
た
ん
で
す
よ
」。
井
上

さ
ん
に
と
っ
て
、
民
謡
は
も
う
生

活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。そ

ん
な
井
上
さ
ん
も
「
家
で
は

民
謡
は
一
切
練
習
し
ま
せ
ん
。
四

六
時
中
好
き
な
歌
手
の
Ｃ
Ｄ
を
聴

い
て
い
ま
す
」。
普
段
は
、
流
行
の

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
友
だ
ち
と
の

メ
ー
ル
交
換
を
楽
し
む
普
通
の
中

学
生
な
の
で
す
。

今
、
全
国
大
会
に
向
け
て
最
後

の
調
整
に
入
っ
て
い
る
井
上
さ
ん
。

歌
う
の
は
「
隠
岐

お

き

祝
い
音
頭
」
だ

そ
う
で
す
。

始
め
は
先
輩
、
や
が
て
ラ
イ
バ

ル
、
そ
し
て
今
で
は
心
強
い
「
付

き
人
」
と
し
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

東
京
ま
で
付
き
添
っ
て
く
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

健
闘
を
祈
り
ま
す
。

井
上

い
の
う
え

麻
美

あ

さ

み

さ
ん（

14
歳
）

民謡はわたしの
生活の一部

｢八女茶山唄
や め ち ゃ や ま う た

日本一大会｣
少年少女の部準優勝

か
す
り



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

△修学旅行に行ってきま～す
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●市の人口　１０７，７０２人�
　　　　　（前月比＋112人） �

　　女５４，５８６人　男５３，１１６人�
●世帯数　　４１，６７１世帯�

●転入　665人　●出生　134人�

●転出　582人　●死亡　  43人�

　　　　　　　　（5月31日現在）�

市制30周年記念式典で披露するゴスペル合唱団の結成式と初
練習が、６月１日、市役所で行われました。
この日は女性101人、男性19人が参加。初日はパート分けも
兼ねて｢ハッピーバースディー｣をみんなで練習しました。年齢
や経験はさまざまでしたが、みんな歌を通じて春日市の30周年
を祝おうという気持ちは一緒のようでした。
講師を務める澄川

すみかわ

徹
とおる

さんも「こんなに大勢を指導するのは久
しぶり。11月のステージは素晴らしいものにしたい。」と意気
込みを語ってくれました。

市内34の少年スポーツ団体が加盟する｢春日市スポー
ツ少年団｣の認定式が、６月９日、ふれあい文化センターで行わ
れ、所属する団員約500人が参加しました。
式典では、新たな指導員やジュニアリーダーなどが認定され、

長年、指導に携わってきた人への感謝状贈呈なども行われました。
式典後、スピードスケートの元オリンピック選手山田

や ま だ

乃扶子
の ぶ こ

さ
んが｢スポーツを通して思うこと｣と題して講演。オリンピック出
場までの自分の経験を基に、｢“なりたい”ではなく“なるんだ”
と決意することが目標達成の第一歩。それに向けて人一倍努力す
ること。いつもライバルは自分自身です｣と団員にアドバイスし
ました。

△熱のこもった練習が始まりました

国立夜須高原少年自然の家で第１回親子環境リーダー
育成事業が、５月18・19日に行われました。
この日参加したのは親子35人。森の色あわせ(カード
に示された色と同じ色の植物を探し出すゲーム)やフィー
ルドビンゴ(指示されたものを探し出し、カードのます目
を埋めるゲーム)など、自然にふれあう｢ネイチャーゲー
ム｣を楽しみました。
日ごろ、自然と親しむ機会が少ない子どもたちは、目
を輝かせながら火打ち石を使った火おこしや木のキーホ
ルダー作りに夢中で取り組んでいました。
参加者たちはこの体験を通して、自然の楽しさや大切
さを、体で感じ、学ぶことができたようです。

△この葉っぱは、どの色に似てるかな

△
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で

使
っ
た
カ
ー
ド

△
講
演
し
た
山
田
さ
ん




